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令和７年６月９日 

 

 

五戸町議会第１２回定例会 一般質問通告一覧表 

 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

柏 田 匡 智 １．相続登記の義務化 

に係る五戸町の現

状と将来について 

 令和６年４月より相続登記の申請が

義務化されたことにより、相続人を確定

することの難しさや、家屋・土地を将来

どのように管理していくのか関心が高

まっている。五戸町においても人口減

少・人口流出により町外に相続人が増

え、家屋・土地の管理不足による荒廃や

近隣住民への損害が想定される。 

家屋の空き家問題の他、農地・森林の

管理者・経営者の現状を確認し、将来の

五戸町をどのように継続可能な自治体

としていくか取り組んでいる中、相続に

係る問題は五戸町の将来につながる根

幹であると考え、相続登記の義務化に係

る五戸町の現状と将来について質問す

る。 

(1) 「相続登記の義務化」に係る概要と、

法務局・五戸町の関わりについて 

(2) 農地・森林に係る管理・経営の現状

と将来への取組について 

(3) 「相続登記の義務化」に係る啓もう

活動について 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

尾 形 裕 之 １．五戸のちからを五

戸のちから世界へ

未来へ情報発信し

町民ひとりひとり

の命輝く地宝・五戸

新時代をつくるこ

とについて 

 

(1) 第１回五戸町民大学講座が６月 

２６日１３時３０分から公民館で「五

戸と鎌倉市の歴史について」のテーマ

で開催されるが、五戸ちゃんねるでそ

の後放送する予定があるのか。またＡ

ＢＡのふるさとＣＭ大賞にこのこと

を話題にして参加する考えはないの

か。 

(2) 五戸まつりに与謝野町から参加す

る方がいると聞いたが、どのような目

的でどのようなイベントをするのか。 

(3) 五戸の大衆浴場に町では年６０万

円の助成金を出しているが、その経緯

となぜ６０万円と制限を付けたのか

お知らせ願いたい。 

(4) 五戸ドームのボイラーは今後どう

する予定か。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

髙 奥 浩 明 １．小中学生の不登校

と支援体制につい

て 

文部科学省の調査によると令和５年

度の小中学生の不登校は全国で 34万

6,482人（令和４年度は 29万 9,048人）

と増加傾向にありその対応が問われて

いる。 

小中学校の1,000人あたりの不登校は

全国平均 37.2人、青森県平均 34.9人と

青森県は全国平均より少ないものの増

加傾向にあることは変わらない。 

五戸町においても中学校の卒業式な

どでの欠席者の多さが気になった。 

ついては、五戸町の不登校の現状と支

援体制について伺う。 

(1) 不登校の定義について 

(2) 五戸町における不登校の人数と割

合、全国平均・青森県平均との比較、

近隣他市町村との比較について。 

(3) 不登校の原因分析、及び青森県の対

応方針、五戸町の対応方針と具体的な

支援体制について。 

   ２．木村秀政ホールな

どの歴史みらいパ

ークリニューアル

工事の進捗につい

て 

木村秀政ホールのリニューアル工事

について、建物内はかなり進んでいるこ

とが見受けられる。その一方、池の工事

はまだまだこれからという印象だ。 

リニューアルオープンを心待ちにし

ている子育て世代の方は多いのではな

いかと思うし、また町の中心にあり駐車

場も使い勝手が良いことから、町のにぎ

わい創出にもつながるのではないかと

期待している。 

一方、木村秀政ホールに展示されてい

た資料は、木村秀政博士の功績を町民が

知るため、後世に伝えるためにも適切に

管理・開示される必要があると考えてい

る。 

ついては、木村秀政ホールのリニュー



4 
 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

アル工事について伺う。 

(1) リニューアル工事の進捗、及びオー

プンの時期、形態、オープンイベント

の計画について。 

(2) 木村秀政ホールに展示されていた

資料の管理・開示状況について。 

(3) 木村秀政ホールの開館時間、イベン

ト等への貸出など運営方法について。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

４ 一 問
一 答 

鈴 木 隆 也 １．産直施設「バ・オ

ール」について 

２０２６年度早期の開業を目指し、上

市川地区に整備が進められている産直

施設「バ・オール」について次を伺う。 

(1) 本事業のこれまでの事業費は。ま

た、今後、事業費は膨らむのか。総事

業費をどの程度になると試算してい

るか。 

(2) 施設の運営者との協議はどのよう

に進んでいるか。また、農産物等の出

品者との協議はどのように進んでい

るか。 

(3) 「バ・オール」が開業すると近接す

る県道２０号の交通量や大型車の割

合が増加することが考えられるため、

交通安全対策や周辺環境対策を並行

して進めるべきと考える。 

  現在、当路線の最高速度は５０ｋｍ

/ｈだが、軟弱地盤のため現状におい

ても、隣接する住民から振動や騒音の

低減を求める声を聞く。住宅地の最高

速度を４０ｋｍ/ｈにすることでそれ

らを少しでも低減できると考える。 

また、地元である北市川地区の住民

は徒歩で当施設に向かうことが多く

なると考えられるが、県道２０号を挟

む字大峯嶽や字家ノ後などの地区か

ら当施設に渡るには横断歩道が一つ

しかない。 

また街路灯の増設や舗装修繕の必

要もある。関係機関と協議し対策を進

めるべきと考えるがいかがか。 

２．あおもり国スポに

ついて 

２０２６年、あおもり国スポが開催さ

れ、五戸町においてもひばり野運動公園

で女子サッカー競技が開催される。 

この機に、五戸町をＰＲし、交流人口

を増やすきっかけになるとともに、子ど
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

もたちにスポーツを通した教育のさら

なる推進が期待できるのではないかと

考えるが、次を伺う。 

(1) あおもり国スポで五戸町においで

になった方々への「おもてなし」をど

のように考えているか。 

(2) 現在の五戸町の小・中学生に与えら

れているスポーツを行う環境をどの

ように考えているか。 

五戸町に住み、子育てを考えると

き、子どもに与えることができるスポ

ーツを含めた教育環境も、大きな要因

となるのではないか。 

五戸町を好きになってもらい、定住

していただき、子育てをしていただく

には、スポーツ教育のさらなる環境整

備が必要であると考えるがいかがか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

５ 一 問
一 答 

川 﨑 七 洋 １．五戸小学校の部活

動地域移行の現状

について 

 文部科学省が旗振り役となり、現在日

本中で部活動の地域移行が進められて

いる。 

五戸町でも運動部を中心に地域移行

化が進められていると承知しているが、

令和７年度からは更に小学校の部活の

地域移行が進められたものと聞き及ん

でいる。 

この点について以下の通りお伺いす

る。 

(1) 町内小中学校の部活動について、ど

ういう団体が受入れをしたのか、どの

ような活動をしているのかなど、地域

移行化の現状について改めてご説明

をお願いしたい。 

(2) 制度としての地域移行の目的と必

要性及び、効果や狙い、将来展望とし

てどういう未来を誘導したいのか、町

の認識をお答えいただきたい。 

(3) 令和７年４月から地域移行された

五戸小学校太鼓部の保護者の方から、

太鼓部の将来を大変不安に思ってい

るご意見が届いている。町ではこの状

況を認識しているか。また今後どのよ

うにしていくおつもりか、お答えいた

だきたい。 

   ２．切谷内小、上市川

小の統合計画の推

移について 

生徒数減少に伴う町内の小中学校の

統合再編の計画が着々と進んでおり、現

在は検討段階が終了し、準備段階に入っ

ているものと承知している。 

統合される切谷内小学校と上市川小

学校について、検討委員会の方からお話

を聞いたところ、新聞報道なども影響し

てか、幾分かの混乱があったと聞き及ん

でいる。 

この点について以下の通りお伺いす
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

る。 

(1) 切谷内小学校と上市川小学校の統

合の最終的な結論について、改めてご

説明をお願いする。 

(2) 令和６年１１月２７日付の新聞記

事で、「切谷内小の児童は五戸小も選

べる学校選択制にすることも明らか

にした」と報道された。その後、令和

７年１月１７日付の新聞記事では「学

校選択制を示していたが、保護者アン

ケートと小学校適正配置検討委員会

の意見を踏まえ導入を見送った」と訂

正の報道がされた。一般的な視点から

しても混乱があったことは目に見え

て分かるが、この経緯について一体何

があったのか、詳細なご説明をお願い

したい。 

(3) 今回の統廃合により切谷内小学校

が今後空き施設ということになるが、

切谷内小学校にどのような資源があ

り、どのように利活用していくお考え

かお答えいただきたい。また、同様に

空き施設となる川内中学校、倉石中学

校についてもお答えいただきたい。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

６ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．地区防災計画の策

定ついて 

五戸町地域防災計画が、本年３月に改

訂版が発行になった。風水害、地震、津

波、火山災害など総ページ 600ページに

及ぶ膨大な計画書になっている。その中

に随所に地区防災計画の提案の項目が

ある。自助、共助（互助・協働）、公助

は災害発生時においては基本的なこと

としてご存じのことと思う。 

ここでは、地域の防災力向上のため

に、特に共助についてどのように取り組

んでいるかについて、次の項目について

お答え願いたい。 

(1) 地域の防災力向上のために自主防

災組織の組成が有効と考えるが、現在

町内に自主防災組織の組成数は何組

あるか。 

(2) 自主防災組織組成のために研修会

等開催したと思われるが、令和５年か

らの研修会の開催数は何件か。 

(3) 地区防災計画を作成するために町

ではどのようなことを考えているか。 

(4)自分たちが住んでいる地域、自治会

を単位とした防災計画が有効と考え

るが、町の取組はいかがか。 

   ２．町内ごみ収集所に

おける資源ごみの

取扱いについて 

資源ごみは、回収して再資源化、再利

用できるごみの総称だが、アルミ缶、ス

チール缶、段ボール、新聞紙など換金で

きるものとして有価物扱いとなるもの

もある。そのため収集場所に分別して出

された資源ごみを許可なく無断で持ち

去る行為が町内でも見られたとのこと

である。 

このような行為を防ぐために、自治体

の法律として持ち去り防止条例を定め

るところも増えてきているとのことで

ある。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

ついては、次のことについてお答え願

いたい。 

(1) 収集所に出された資源ごみの所有

権利者については誰のものになるか。 

(2) 勝手に持ち去りする行為を防ぐ手

段について考えられることは。 

(3) 資源ごみを有価物として、換金し自

治会等の活動資金に充てている組織

はあるかどうか。 

 


